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330回債（0.8％クーポン）

2.4兆円×2回

329回債（0.8％クーポン）

2.4兆円×3回

331回債（0.6％クーポン）

2.4兆円×1回
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（単位：億円）

発行額 77,903
(100%)

54,819
(100%)

26,015
(100%)

日銀保有 34,651
(44%)

23,303
(43%)

11,367
(44%)

市中残高 43,252
(56%)

31,516
(57%)

14,648
(56%)

出所：財務省、日本銀行

第331回（25年11月債）第330回（25年9,10月債）第329回（25年6,7,8月債）

最近の10年債の市中残高（25年11月末）

資料2-2



0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

0.55

0.60

0.65

0.70

0.75

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（単位：％）

出所：日本相互証券（単利）終値ベース

長期金利の推移（平成25年4月～）

資料2-3



 
 

     

10年利付国債及び20年利付国債の発行方式案 

 

 

１．10 年利付国債 

 平成 26 年 1 月発行分については、入札日の市場実勢利回りと 12 月債の表面利率との乖離がおおむね 0.20％以内の場合はリオ

ープンによる発行とします。  

 平成 26 年 2 月発行分については、入札日の市場実勢利回りと 12 月債又は 1 月債の表面利率との乖離がおおむね 0.20％以内の

場合はリオープンによる発行とします。 

 平成 26 年度は、暫定措置の状況を国債市場特別参加者会合、国債投資家懇談会で四半期毎に議論を行いながら検証し、原則リ

オープンについて引き続き検討します。 

 

 

２．20 年利付国債 

 平成 26 年 1 月・2 月発行分については、12 月債のリオープンによる発行を原則とします。市場環境等によってはリオープンと

しないこともありますが、その場合には、入札 1 週間前に発行予定額等と合わせて発表します。 

 平成 26 年度は、年間 4 銘柄の原則リオープンとします。 

（以 上） 
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